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会　　　期： 2023年２月１日（水）～３日（金）　10時～17時
　　　　　　 （Webサイト内展示：2023年１月10日（火）～２月28日（火））
会　　　場： パシフィコ横浜展示ホールA・B・C（横浜市西区みなとみらい1-1-1）
開 催 規 模： 会場面積13,300㎡　出展者数700社・団体　570小間
出展ゾーン： 「ニューWorking・Lifeスタイル」/「カーボンニュートラル」、「DX・AI・IoT」、

「加工技術」、「機器・装置・製品」/「ロボット」、「研究開発」、「ビジネス支援」
主　　　催： （公財）神奈川産業振興センター、（一社）横浜市工業会連合会、神奈川県、横浜市
入　　　場： 無料（登録制）

【DX・カーボンニュートラルをテーマとした主催者特別コーナー！】
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【見どころ、聴きどころ満載のセミナーを開催！】
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　「人事・総務担当者交流会」は人事・総務の皆さまが、意見交換・情報交換する貴重な場として、毎回ご好評いた
だいています。
　今回は会員企業の株式会社Central Medience様にご協力いただき、精神保健福祉士　大澤 海実氏に「職場のメン
タルヘルス対策～ラインケア」、昭和大学統括研究推進センター長　三邉 武彦氏に「中小企業における健康経営メ
リット」についてのお話
をいただきました。
　日本では高齢化が進
み、健康への意識が高ま
る中、とても興味深いお
話でした。

　今年度入社の新入社員、中途採用社員の方を対象にしたフォローアップ研修を、10月４日に開催しました。
　久々のリアル開催でしたが、４社８名の方の参加がありました。
　講師にローズアソシエイツ代表　金子 由美子先生をお迎えし、次のプログラムに沿って学びました。
①入社〜現在までの振り返り ②期待される役割 ③仕事とマナーの振り返り
④ビジネスに必要なコミュニケーション力 ⑤今後の目標設定
　研修後のアンケートでは、コミュニケーションについて勉強に
なったとのご意見が多く寄せられました。
　１日通しての研修で、お互いの話を聞いたり、コミュニケーショ
ンの練習、グループワーク等、参加者同士の交流も図れたようです。
　研修後には短い時間ですが、軽食を取りながらの交流会も開催し
ました。（※席の間隔やパーテーション等の感染対策の上、行いま
した。）

　中堅社員・中間管理職の方を対象に10月から３カ月連続、より良い人間関係を築くコミュニケーションの体得に
ついて学ぶ、全３回のプログラムです。
　こちらも久々のリアル開催でしたが、９社13名の参加がありました。
　講師に株式会社日本人材開発センター取締役　上原 歌織先生を
お迎えし、下記プログラムに沿って学びました。
第１回　コミュニケーションの基本／意識とスキルの体得について
第２回　リーダーのコミュニケーション／影響力
第３回　効果的な育成に向けて／具体的行動
　コミュニケーションの基本を一から学べた、研修後からすぐ意識
して行動できるような内容の講義でとてもためになった等のご意見
が寄せられました。

活動報告

活動報告

活動報告

第99-2回人事・総務担当者交流会（10月7日）オンライン開催報告 KEEP 部会

新入社員フォローアップ研修（10月4日）開催報告 人材育成研修

中堅社員・中間管理職ブラッシュアップ研修
第1回（10月14日） 第2回（11月14日） 第3回（12月13日）開催報告 人材育成研修

三邉　武彦 氏
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　前回まででDXの考え方やDXの進め方について述べた。
　今回は中小企業のDXの形とは何があるのかを紹介したい。

　株式会社さくらコミュニティーサービスは、札幌市を中心に介護サービス事業を展開している。IoT化が難し
い介護現場で、自社にてクラウド環境を活用してアプリ「Care Viewer（ケアビューアー）」を開発。同社がデ
ジタル化に取り組んだ理由は「人材不足への対応」「紙ベースの業務による長時間労働の削減」だったという。
自社にあった業務システムがなかったため自社開発をすることになり、2015年にプロトタイプを開発、その後
は2016年経産省の「商業・サービス競争力強化連携支援事業（新連携事業）」に応募するためのコンソーシアム
を結成、本事業を利用して開発に乗り出す。開発費用は全国のシステムエンジニアをクラウド環境でつないでリ
モート採用するという形でコストを予定の1/2ぐらいに抑えることで解決。2020年10月から開発したアプリの
有償導入を開始。いまでは1,100以上の事業所で導入が決定している。さくらコミュニティーサービスは「人」「金」
「情報」の不足を、公的機関の支援制度やクラウドを活用した人材採用などで乗り越え、デジタルトランスフォー
メーションを推進している。

　岡山にある株式会社スターメンテナンスサポートは、中国地方で電気保安協会の運営をおこなう会社だ。社員
数は12名。工場やスーパー病院や学校にある高圧受電設備（キュービクル）の点検を外部のパートナーに外注
している。同社が抱える課題は「情報が散在しており、フォローが十分にできないことが原因の解約率の増加」
「情報の散在による業務プロセスの複雑化、それによる人件費の増加」であった。Salesforceの「Sales Cloud」
に情報を一元管理したことにより売上アップ、残業時間1/3、有給消化数7倍という成果が生まれている。高齢
社員も多くITリテラシーの低さや、業務変更に対する抵抗感もあったようだが、導入でどれだけ楽になるのか
明るいイメージを持ってもらうように必死に伝え、社員にあったマニュアルを作成するなど定着を図ったという。

　筆者はデジタルトランスフォーメーションを実践している企業と話して気づいたことがある。
　それは実現したい世界や達成したい企業理念、解決したい課題がある会社はDXという言葉を使わずにデジタ
ルを手段として企業変革に取り組んでいるということだ。

　DXの事例から学ぶ際は、どのようなツールで課題を解決していたのかに注目してしまうが、その企業がどの
ようなビジョンを持って、どういう課題を解決したかったのかを念頭において、自社だったらどのように適用で
きるのかと考えると良いだろう。

　全国中小企業クラウド実践大賞や日本DX大賞の事例も公開しているので参考にしてほしい。

参考サイト：全国中小企業クラウド実践大賞　https://cloudinitiative.jp/#report
　　　　　　経革広場-日本DX大賞事例紹介-　https://www.keikakuhiroba.net/jirei/

介護業界のDXに取り組むさくらコミュニティサービス介護業界のDXに取り組むさくらコミュニティサービス

高齢社員にもデジタルの恩恵が受けられる高齢社員にもデジタルの恩恵が受けられる
スターメンテナンスサポートスターメンテナンスサポート

『『DX塾』』第３回（全４回）　　＜事例編＞

文：一般社団法人日本デジタルトランスフォーメーション推進協会　代表理事　森戸 裕一

連載　
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公益財団法人神奈川産業振興センター
総務部企画広報課　KIP 会事務局

〒231-0015 横浜市中区尾上町5-80 神奈川中小企業センタービル5F　TEL :045-633-5149　FAX :045-633-5018
E-mail：kipmember@kipc.or.jp　　ホームページ：https://www.kipc.or.jp/about-kip/kipkai/

中小企業センタービルの会議室を利用しませんか！中小企業センタービルの会議室を利用しませんか！
中小企業センタービルでは５つの会議室と多目的ホールを設けています。KIP会会員の皆さまには

利用料の割引がございますので、会議、研修・セミナー、展示会などにぜひご活用ください。

定員 利用料

第１会議室 39名 11,088円～ 39,160円

第２会議室 93名 23,760円～ 83,952円

第３会議室 36名 10,120円～ 35,816円

特別会議室Ａ 24名 12,408円～ 44,000円

特別会議室Ｂ 22名 9,152円～ 32,384円

多目的ホール

会議・講習会 120名 27,808円～ 98,384円

展示会・パーティ等 220名 49,104円～ 173,448円

〈KIP会会員料金表〉 （平日料金）

利用時間帯

午前 9：00～12：00

午後　13：00～17：00

夜間　18：00～21：00

午前・午後／午後・夜間／
終日のご利用もお受けして
おります。

お問い合わせ 公益財団法人神奈川産業振興センター（KIP）　
総務課　会議室担当 TEL 045-633-5019
KIPホームページから仮予約できます。
https://www.kipc.or.jp/rental/rental-mtg-room/vacancy/ご　 予　 約

KIP会
会員は

通常料
金から

20%O
ff 

セミナーやイベントの開催、展示会へのご出展、新製品、新サービスなどを
メール＆FAXで会員向けにPRします。ぜひお問い合わせください。

県内で事業活動を行っている方や事業展開を目指している方が
集まる全国唯一の会員組織「KIP会」、新たな企業間の出会い
で世界が広がります。さまざまな業種の会員との交流や情報交
換を通じて、新たなビジネスチャンスを一緒に見つける新しい
仲間をご紹介ください。事務局より内容等は説明申し上げます
ので、皆さんの手間は取らせません。お待ちしています。

『KIP会会員募集中』『KIP会会員募集中』
ご紹介ください！！ご紹介ください！！

「KIP会ひろば」を送付する際に貴社の製品・商品PRなど
チラシを同封するサービスです。

KIP会ひろばを活用して
あなたの会社をPRしませんか？！

チラシ同封サービスチラシ同封サービス

◆チラシサイズ：A ４
◆送付部数：530部程度
◆利用料金：5,500円（税込）

～KIP会は企業間交流や経営活動のヒントになります～

あなたの会社のイベントやサービスを会員向けにご案内します！ 無料

投稿投稿
募集募集

 お問い合わせはKIP会事務局まで！

無料 ・「会員企業紹介」
会員の皆さまからのご投稿を大募集！
わが社の自慢、新製品紹介など、どんなテーマでも結構です。
※原稿フォームがありますので、お気軽にお申込みください


